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保
険
合
祉
は
、
第
一
に
は
そ
れ
を
中
心
と
し
て
資
金
が
保
険
料
及
び
保
険
金
と
し
で
集
散
す
る
と
と
L
、
第
こ
に
は
そ
れ
に
よ
り

て
保
険
料
の
受
領
よ
り
保
険
金
の
支
梯
ま
で
の
間
資
金
が
園
家
た
ら
び
に
地
方
財
政
及
び
各
種
の
産
業
に
供
給
せ
ら
れ
る
こ
と
に
着

目
す
る
な
ら
ば
、
一
つ
の
金
融
機
関
た
る
も
の
で
あ
る
。
乙
の
第
一
の
黙
は
保
険
曾
祉
と
加
入
者
と
の
契
約
闘
係
を
現
は
す
も
の
で

あ
っ
て
、
こ
れ
に
よ
り
て
保
険
曾
祉
が
有
す
る
資
金
の
性
質
が
規
定
せ
ら
れ
る
。
第
二
の
黙
は
云
ふ
ま
で
も
な
く
投
資
と
稲
せ
ら
れ

る
も
の
で
あ
る
。

抑
も
企
業
が
行
ふ
所
の
投
資
の
佐
賀
は
、
そ
の
企
業
が
布
す
る
資
金
の
性
質
に
よ
り
て
定
ま
る
。
保
険
命
日
枇
の
右
す
る
護
金
は
自

己
資
金
及
び
外
来
資
金
の
二
つ
で
あ
る
。
自
己
資
金
た
る
も
の
は
、
そ
の
他
の
事
業
に
於
け
る
と
同
様
に
、
抑
込
株
金
(
叉
は
基
金
)
、

法
定
準
備
金
及
び
そ
の
他
の
準
備
金
で
あ
っ
て
、
外
来
資
金
た
る
も
の
は
責
任
準
備
金
で
あ
る
。
自
己
資
金
の
中
株
金
又
は
基
金
は

事
業
に
取
り
て
云
は
ピ
元
千
た
る
も
の
で
あ
っ
て
、
本
来
こ
れ
を
運
用
し
で
常
利
を
計
る
べ
き
も
の
で
は
た
く
、
法
定
準
備
金
及
び

そ
の
他
の
準
備
金
な
ら
び
に
外
来
資
金
た
る
責
任
準
備
金
が
和
合
し
て
全
般
と
し
て
投
資
せ
ら
れ
る
と
と
も
込
な
る
。
然
し
乍
ら
、
自

小島昌太郎博士、綜合保険阜、三四二頁。



己
資
金
た
る
こ
れ
ら
の
準
備
金
は
、
寅
は
、
利
径
の
留
保
せ
ら
れ
た
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
責
任
準
備
金
の
運
用
に
よ
り
て
寅

現
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
保
険
合
枇
が
運
用
す
る
所
の
資
金
は
給
対
に
於
て
責
任
準
備
金
に
蹄
ナ
る
も
の
で
あ
る
。
乙
の
責
任

準
備
金
の
性
質
が
保
険
合
祉
と
加
入
者
と
の
契
約
聞
係
に
よ
り
て
定
め
ら
れ
、

こ
れ
に
よ
り
て
保
険
曾
祉
の
行
ふ
投
資
の
性
質
が
基

本
的
に
定
め
ら
れ
る
こ
と
、
た
る
の
で
あ
る
。

責
任
準
備
金
は
、
周
知
の
如
く
、
保
険
舎
枇
に
於
て
保
険
金
の
支
携
の
た
め
に
積
瓦
て
ら
れ
る
純
保
険
料
で
あ
る
。
保
険
合
枇
は
‘

加
入
者
よ
り
受
取
る
保
険
料
の
中
、
純
保
険
料
に
官
る
部
分
は
と
れ
を
責
任
準
備
金
と
し
て
積
立
て
る
。
保
険
料
は
、
加
入
者
が
保

険
事
件
の
誕
生
に
首
り
て
保
険
金
の
文
例
を
交
く
る
の
契
約
に
恭
き
て
、
排
込
ま
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
と
の
契
約
は
乙
れ
を
保
険

ゐ
、
円
引
は
よ
り
見
る
ま
ら
ず
、

j

v

i

 

保
険
料
を
受
取
る
権
利
L

一
保
険
金
を
支
捌
ふ
義
務
L
」
の
封
立
に
よ
ワ
て
成
立
す
る
ロ
責
任
準
備
金
は
、
保

除
命
日
一
肢
が
と
の
義
務
を
完
全
に
途
行
す
る
が
た
め
に
、
そ
の
受
取
り
た
る
保
険
料
の
中
か
ら
構
成
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に

責
任
準
備
金
の
性
質
は
、
保
険
契
約
そ
の
も
の
内
容
に
よ
り
て
具
り
、
叉
一
般
に
生
命
保
険
事
業
に
於
け
る
そ
れ
と
損
害
保
険
事
業

に
於
け
る
そ
れ
と
相
異
る
。

料
官生
(D .，Q.，. 
〈日"

己保

「ヨ除
g 事
百業
a f亡

~^ 

たけ
るる
乙害

と屈
に準
因備
る1_:)) 金

w が

生 J員
命害
f呆保
険険
事事
業業
泊-: IC 

Hi 方守

護 2
険そ
葦れ
昌三 と
と相

同異
ヰ去 る
に性
.質

保を
険持
事つ
イ牛 は
σ3 

荒
然
王室
生
率
に
直
接
t亡
イ火

一
に
保
険
料
が
平
準
保
険

嫁
す
る
自
然
保
険
料
(
コ
P
E
E
-
望。
Z
E
d
-
に
よ
り
て
経
皆
せ
ら
れ
る
な
ら
ば
、

保
険
舎
一
杭
が
年
々
に
受
取
る
保
険
料
と
支
燐
ふ
保

険
金
と
は
相
等
し
か
る
べ
く
、
責
任
準
備
金
は
、
未
だ
経
過
せ
ざ
る
そ
の
年
度
の
保
険
期
聞
に
針
す
る
積
立
金
た
る
未
経
過
保
険
料

た
る
に
止
る
。
然
る
に
自
然
保
険
料
の
契
約
期
間
に
瓦
る
卒
均
た
る
平
準
保
険
料
に
よ
る
な
ら
ば
、
未
経
過
保
険
料
の
外
に
、
自
然

生
命
保
険
事
業
に
於
け
る
投
資
の
特
性
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著しき例外として園鐘止命保険がある。
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生
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保
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事
業
に
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け
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資
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第
四
十
六
巻

A 
丹、

第

競

八、

"-

保
険
料
と
平
準
保
険
料
と
の
聞
に
差
逗
が
生
や
る
が
た
め
に
積
立
て
ら
る
ぺ
き
資
金
が
成
立
す
る
こ
と
t
A

な
る
。

と
れ
即
ち
保
険
料

積
立
金
と
裕
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、

と
れ
が
生
命
保
険
事
業
に
於
け
る
資
金
、
従
て
又
投
資
の
性
質
を
損
害
保
険
事
業
の
そ
れ

と
相
具
ら
し
め
る
こ
と
L
友
る
。

生
命
保
険
事
業
に
於
け
る
保
険
料
が
平
準
保
険
料
た
る
こ
と
は
、
契
約
が
長
期
に
亙
り
て
結
ぼ
れ
る
に
よ
る
。
人
の
死
亡
の
危
険

は
云
ふ
ま
で
も
な
く
そ
の
年
齢
に
よ
り
て
相
呉
る
。
加
入
者
が
生
命
保
険
契
約
を
長
期
に
亙
り
て
結
ぶ
左
ら
ば
、
紋
の
支
排
ふ
べ
き

Ea--土
-

f
f
1
l
 p

け
然
保
附
刊
に
よ
れ
ば
年
々
に
相
異
り
而
か
も
刈
川
町
後
年
に
主
り
て
大
と
な
る
。

と

(D 

と
J-

l;l 
カII
J入
者ー
の
歪・
去:
(:[， 
中
旬:

険
料
に
振
向
け
ら
る
べ
き
部
分
の
犬
い
さ
を
年
々
に
務
動
せ
し
め
る
と
共
に
、
又
多
く
の
揚
合
保
険
料
負
捨
力
の
減
少
す
る
時
期
に

於
て
却
て
高
き
保
険
料
を
必
要
と
す
る
の
矛
盾
を
生
ぜ
し
む
る
と
と
ミ
在
る
。

と
れ
が
た
め
に
平
準
保
険
料
が
定
め
ら
れ
、
年
k

に

均
一
一
敏
が
排
込
ま
れ
る
の
で
る
る
。
然
る
に
平
準
保
険
料
に
よ
る
揚
合
に
は
、
契
約
期
間
の
前
期
の
年
度
に
於
て
は
、
保
険
舎
祉
は

自
然
保
険
料
に
針
し
て
年
k

飴
分
に
保
険
料
と
し
て
受
領
す
る
と
と
L

訟
る
か
ら
、

こ
れ
を
白
然
保
険
料
に
到
し
て
不
足
を
生
や
る

後
期
の
年
度
の
た
め
に
積
立
て
る
ロ

と
の
積
立
た
る
保
険
料
積
立
金
は
、
契
約
が
長
期
に
亙
る
ほ
芝
大
と
た
る
。
蓋
し
、
自
然
保
険
料

と
卒
準
保
険
料
と
の
請
離
は
、
契
約
が
長
期
な
る
揚
合
に
於
て
一
般
に
犬
で
る
る
か
ら
で
あ
る
。
生
命
保
険
契
約
が
損
害
保
険
の
そ

れ
と
呉
り
て
長
期
た
る
こ
と
は
、
そ
の
こ
と
の
み
を
親
祭
す
る
な
ら
ば
、
保
険
契
約
上
の
技
術
的
相
異
た
る
に
止
る
が
如
く
で
あ
る

け
れ
ど
も
、
事
業
の
資
金
の
佐
賀
を
定
め
る
の
黙
に
於
て
は
重
大
な
る
事
柄
と
左
る
も
の
で
る
る
。

生
命
保
険
事
業
に
於
け
る
資
金
た
る
責
任
準
備
金
は
、
右
の
如
く
、
未
経
過
保
険
料
と
保
険
料
積
立
金
と
よ
り
成
る
。
抑
も
責
任
準

備
金
を
形
成
す
る
純
保
段
料
は
、
危
険
保
険
料
(
呂
田
一
吉
田
E
E庁、
g
E
C
ご
BEE-5w)
と
蓄
積
保
険
料
(
出
言
受
比
三
目
)
と
に
分
た
れ



る
。
保
険
期
間
の
前
期
に
於
て
保
険
料
は
年
々
後
期
の
た
め
に
積
立
て
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
毎
作
自
然
保
険
料
に
首
る
額
だ
け
は
保

険
金
と
し
て
い
づ
れ
か
の
加
入
者
に
女
別
は
れ
、
蓄
積
保
険
料
に
常
る
額
が
残
留
す
る
と
云
ふ
聞
係
に
於
て
然
る
の
で
あ
る
。
斯
く

し
て
、
生
命
保
険
事
業
に
る
り
で
は
、
保
険
胡
聞
の
前
期
に
於
て
後
期
の
た
め
に
積
立
て
ら
れ
残
留
す
る
も
の
は
、
結
局
、
平
準
保

険
料
と
自
然
保
険
料
と
の
差
額
と
友
る
。
と
の
自
然
保
険
料
に
蛍
る
部
分
が
危
険
保
険
料
と
稀
せ
ら
れ
、
卒
準
保
険
料
と
自
然
保
険

料
と
の
差
潮
が
蓄
積
保
険
料
と
名
付
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

米
経
過
保
険
料
は
保
険
年
度
と
令
計
年
度
と
の
一
致
せ
ざ
る
こ
と
に
国
る
入
国
ー
と
の
手
続
た
る
に
止
り
、

そ
の
積
立
金
た
る
の
意

味
は
保
険
料
積
立
金
と
相
異
る
。
右
に
北
一
べ
た
る
危
険
保
険
料
は
、
保
険
事
件
の
苦
然
後
生
率
に
直
俊
一
似
滅
す
る
自
然
保
険
料
で
あ

f
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諸
積
保
険
料
だ

け
が
保
険
料
の
集
積
と
し
て
残
さ
れ
る
と
と
L

た
る
。
こ
の
集
積
は
、
保
険
料
が
自
然
保
険
料
な
る
揚
合
に
は
生
ぜ
ざ
る
も
の
で
あ

っ
て
、
損
害
保
険
事
業
に
あ
り
で
は
存
在
せ
や
、
卒
準
保
険
料
に
よ
る
所
の
生
命
保
険
半
業
に
於
て
始
め
て
成
立
す
る
の
で
る
る
。

こ
の
黙
に
於
て
生
命
保
険
事
業
に
於
け
る
資
金
が
特
殊
の
性
質
を
市
ぷ
る
こ
と
L

友
る
。

然
し
乍
ら
保
険
料
の
集
積
と
し
て
残
さ
れ
る
蓄
積
保
険
料
は
、
永
久
に
一
卒
業
内
に
残
留
す
る
誌
で
は
な
い
。
留
に
述
べ
た
る
が
如

く
、
と
れ
は
保
険
期
間
の
後
期
に
至
り
て
生
十
べ
き
卒
準
保
険
料
の
自
然
保
険
料
に
針
す
る
不
足
を
怖
ふ
の
目
的
を
以
て
積
立
て
ら

れ
る
で
あ
る
か
ら
、

い
づ
れ
は
年
一
点
に
減
少
し
、
透
に
は
、
保
険
料
の
決
定
が
遡
正
な
る
限
り
、
消
滅
す
べ
き
道
筋
に
置
か
れ
た
る

も
の
で
あ
る
。
斯
く
し
て
そ
れ
が
全
く
消
滅
す
る
ま
で
は
、
保
険
舎
枇
の
内
部
に
は
、
常
に
保
険
料
の
集
積
が
長
期
に
亙
り
残
留
す

る
こ
と
L
た
る
。

こ
の
集
積
た
る
資
金
が
生
命
保
険
事
業
の
投
資
の
根
幹
を
注
し
、
又
そ
の
特
性
を
定
む
る
も
の
で
る
る
。

生
命
保
険
事
業
に
於
け
る
投
資
の
特
性

第
四
十
六
巻
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け
る
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保
険
料
が
自
然
保
険
料
た
る
揚
合
に
も
責
任
準
備
金
は
存
在
す
る
の
で
る
る
か
ら
、
そ
れ
が
投
資
せ
ら
れ
る
こ
と
も
亦
可
能
で
は

あ
る
。
然
し
乍
ら
、
そ
の
責
任
準
備
金
は
、
保
険
料
の
算
定
が
讃
正
な
る
限
り
、
勾
年
保
険
金
と
し
て
支
排
ひ
憲
さ
る
べ
き
道
筋
に

世
か
れ
た
る
も
の
で
る
る
か
ら
、
責
任
準
備
金
に
閲
す
る
限
り
、
投
資
の
可
能
は
、
現
買
に
保
険
料
を
受
取
り
こ
れ
を
現
実
に
保
険

会
と
し
て
文
捌
ふ
ま
で
の
聞
の
初
め
て
鋭
矧
た
る
に
止
る
。
そ
れ
故
に
損
害
保
険
事
裁
に
於
け
る
投
資
は
生
命
保
険
事
業
比
於
け
る

そ
れ
と
根
本
的
に
相
田
井
る
も
の
と
友
る
。

-. 
E 皿

保
険
A
W
H

祉
が
有
す
る
資
金
た
る
J
K
任
準
備
金
は
、
生
命
保
険
事
業
陀
あ
り
で
は
、
右
に
蓮
ぺ
た
る
が
如
く
長
期
に
亙
り
て
保
険
料

の
中
か
ら
集
積
せ
ら
れ
た
る
も
の
で
る
る
。
そ
れ
は
保
険
料
が
平
準
保
険
料
た
る
限
り
、
保
険
金
の
支
排
に
至
る
ま
で
は
、
事
業
内

部
に
残
留
す
る
。
そ
の
結
川
市
と
し
で
、
と
れ
が
具
慌
的
に
各
種
の
投
資
と
し
て
運
用
せ
ら
れ
る
に
就
て
は
、
先
づ
長
期
に
互
り
安
全

昨
貫
友
る
を
得
る
の
性
質
が
生
十
る
こ
と
t
A

な
る
。
保
険
料
が
自
然
保
険
料
た
る
揚
ム
ロ
に
は
、
投
資
が
磁
め
て
短
期
に
制
限
せ
ら
れ

る
の
故
に
、
安
全
確
貰
な
る
を
得
る
こ
と
必
十
し
も
容
易
で
は
た
い
。

右
の
観
察
は
、
保
険
曾
祉
を
取
り
ま
く
保
険
圏
構
の
構
成
に
於
て
何
等
の
餐
化
-
泣
き
を
前
提
と
し
て
行
は
れ
る
も
の
で
あ
る
。
部

ち
加
入
者
は
年
k

死
亡
若
し
く
は
一
定
年
齢
に
於
け
る
生
存
に
土
り
て
保
険
金
を
受
取
り
、
保
険
関
係
よ
り
退
く
け
れ
ど
も
、
と
れ

と
同
一
の
保
険
契
約
を
以
て
新
た
に
加
入
者
が
現
は
れ
、
斯
く
し
て
新
陳
代
謝
が
行
は
れ
つ
与
も
保
険
国
健
全
鑓
と
し
て
の
構
成
に

異
同
友
き
こ
と
を
強
想
す
る
所
の
、
云
は
E
質
的
視
察
で
る
る
。
然
し
乍
ら
現
賓
の
生
命
保
険
事
業
は
年
K

に
加
入
者
の
増
加
を
一
不

し
つ
L

る
る
。
そ
れ
故
に
、
認
に
右
の
観
察
は
云
は
ピ
量
的
に
修
正
を
受
け
怠
け
れ
ば
友
ら
た
い
。

解約、抑務保険讃券のもを行が行ばれるとも、それが予製品イ坑険料ω11と定に計算に
入れられるならば、このことに鑓りはないe
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生
命
保
険
事
業
は
長
期
に
亙
る
契
約
を
以
て
粧
品
百
せ
ら
れ
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
警
積
保
険
料
と
し
て
の
保
険
料
の
集
積
が
坐
宇

る
の
で
る
る
が
、
加
入
者
が
増
加
す
る
な
ら
ば
と
の
宮
市
一
偵
を
そ
れ
丈
け
大
友
ら
し
め
る
こ
と
、
左
る
。
蓋
し
加
入
者
は
保
険
期
間
の

前
期
に
よ
り
多
く
集
中
す
る
こ
と
L
な
る
か
ら
で
る
る
。
元
よ
り
経
過
年
教
の
重
な
る
に
従
て
前
期
に
於
け
る
集
積
は
、
そ
れ
丈
け

後
期
に
歪
り
て
減
少
す
る
と
と
L

在
る
け
れ
ど
も
、
向
ほ
依
然
と
し
て
加
入
者
が
増
加
す
る
な
ら
ば
、

そ
の
時
に
至
り
て
も
前
期
に

於
け
る
保
険
料
の
集
伎
の
府
大
は
後
矧
に
於
け
る
そ
の
減
少
を
償
ひ
て
徐
り
る
る
こ
と
も
ふ
た
る
。
斯
る
事
情
は
自
然
保
険
料
に
よ
る

山
川
出
川
保
険
事
業
に
於
て
は
こ
れ
ι
な
き
も
の
で
あ
る

J

査
し
一
損
害
保
険
事
業
は
短
期
の
契
約
を
以
て
経
営
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
か

ら
、
加
入
者
の
榊
加
に
よ
り
て
保
険
問
が
増
大
ず
る
と
も
、

そ
れ
が
短
期
間
に
保
険
金
と
し
て
文
沸
引
い
乱
抗
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

阿
川
く
の
知
〈
に
し
て
生
命
保
険
事
設
に
お
白
て
は

J

町
一
八
当
た
る
責
任
準
備
会
は

加
入
者
の
増
加
の
拙
叫
/
、
限
り
貯
大
の
一
践
を
辿

り
、
そ
れ
丈
け
保
険
合
祉
の
投
資
情
動
を
掠
大
す
る
こ
と
L

な
る

3

生
命
保
険
命
日
枇
が
投
資
市
揚
に
於
て
絶
大
の
勢
力
を
占
め
、
損

者
保
険
曾
祉
が
逗
く
こ
れ
に
及
ば
ざ
る
は
こ
の
事
情
の
存
在
す
る
に
基
く
。
殊
に
我
園
に
於
て
は
一
般
に
保
険
事
業
の
設
建
は
未
だ

日
潔
く
、
生
命
保
険
加
入
者
の
経
過
年
度
は
又
荒
い
か
ら
、
損
害
保
険
合
枇
と
の
針
比
は
一
居
明
瞭
で
あ
る
。
斯
く
し
て
生
命
保
険

事
業
に
於
け
る
投
資
の
長
期
に
瓦
り
て
安
全
雑
貨
な
る
を
得
る
の
性
質
は
、
現
賞
に
は
更
に
強
め
ら
れ
る
こ
と
L

な
る
。

生
命
保
険
事
業
に
於
け
る
責
任
準
備
金
を
損
害
保
険
事
業
に
於
け
る
そ
れ
と
比
佼
す
れ
ば
突
の
如
〈
で
あ
る
吋
(
草
位
千
回
〉

生

命

保

険

三

一

一

二

耽

損

寄

保

険

五

二

位

一
一
一
、
五
三
五
、
八
四
O

二
四
、
九
四
四
、
七
二
六

ニ
ニ
四
、

C
同

九

一

三

六

、

四

四

九

二
、
三
三
七
、

O
五

三

-

八

二

、

一

八

O

二

二

、

四

六

二

一

二

五

、

一

0
0

い
ま
我
凶

年

末

契

約

高

保
険
金
、
利
盆
配
合
金
、
解
約
一
巡
戻
金
、
其
他
選
一
民
金

責
任
準
備
金
戸
合
利
盆
配
常
準
備
金
)

挽
込
樵
金
又
は
基
金

生
命
保
険
事
業
に
於
げ
る
投
資
の
特
性

第
四
十
六
管

第
二
銭

九
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商工省保険局、保険年鏡、昭和十年度。我 A・3九、ま入手し得る公刊の資料止し
ではこれが最も新し旬、。生命保険三ト亘社。巾にほ徴兵保険が合主れる。
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生
命
保
険
事
業
に
於
げ
る
投
資
心
特
性

第
凶
十
六
巻

第

5匝

7L 

ブL

法

定

準

備

会

呉

他

準

↑

卸

会

支

抑

借

金

心、

C
Q
七

一
回
、
一
一
三
一
回

一
七
、
=
一
五
九

二二 回日 三三

八四五
、、、

七七六
八 E日ブL
王玉三?ブL

生
命
保
防
事
会
に
於
て
保
険
金
の
支
排
そ
完
全
に
遂
行
す
る
川
町
μ

た
め
に
積
立
て
ら
れ
る
所
の
、
支
任
準
備
金
の
構
成
に
着
目
す
る

な
ら
ば
、
役
資
が
長
川
に
迂
り
て
安
全
M
M
山
灯
、
な
る
ど
川
げ
る
の
出
貨
が
認
め
A
れ
る
こ
と
者
に
連
ぺ
た
川
く
で
あ
る
。

円
み
日

準
備
金
が

mw似
金
と
し
て
加
〈
者
に
文
加
に
れ
る

ω事
情
に
着
目
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
が
必
一
裂
と
せ
ら
れ
る
の
性
質
が
存
石
寸
る
こ

と
に
気
付
〈
の
で
る
る
。

生
命
保
険
に
於
け
る
保
険
事
件
は
、

云
ふ
ま
で
も
止
な
〆
¥
、
人
の
死
亡
又
は
一
定
年
附
に
於
け
る
生
存
で
る
る
が
、
費
際
に
行
は
れ

る
保
険
契
約
で
は
、
早
純
に
生
存
を
以
て
保
険
事
件
と
す
る
は
判
明
め
て
伶
で
あ
っ
て
、
多
く
は
促
ム
口
保
険
と
せ
ら
れ
る
。
換
言
す
れ

ば
生
命
保
険
事
弐
に
あ
り
て
は
、
多
く
の
加
入
者
に
取
り
て
保
険
事
件
が
議
生
し
従
て
保
険
公
が
支
出
仰
は
れ
る
の
で
る
る
か
ら
、

こ
の
黙
に
於
て
生
命
保
険
契
約
は
貯
蓄
た
る
の
性
質
宇
一
持
%
。

ζ

れ
に
反
し
て
損
害
保
険
の
保
険
事
件
は
損
害
の
指
紋
生
で
あ
っ
て
、

而
か
も
損
害
は
通
常
一
部
の
加
入
者
に
愛
生
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
保
険
金
は
又
こ
れ
ら
の
加
入
者
に
の
み
支
排
は
れ
る
に
止
る
。

責
任
準
備
金
は
そ
れ
ん
¥
斯
る
閲
係
の
存
在
す
る
下
に
構
成
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
生
命
保
険
舎
枇
は
、
責
任
準
備
金
を
遅
か
れ
平

か
れ
加
入
者
の
多
く
に
針
し
て
保
険
金
と
し
て
支
抑
ふ
と
云
ふ
管
業
を
く
り
返
す
う
ち
に
、
会
一
慢
と
し
て
の
投
資
を
行
ふ
も
の
で

b

る
。
こ
の
貼
に
於
て
そ
の
投
資
は
損
害
保
険
事
業
と
具
り
て
安
全
椛
賓
友
る
を
必
要
と
す
る
と
と
L
な
る
。
元
よ
り
と
の
事
情
が
保

険
料
の
決
定
に
営
り

τ預
め
取
り
入
れ
ら
れ
て
ゐ
る
と
と
は
一
去
ふ
、
ま
で
も
左
い
c

生命保険の貯蓄性lて就ては近藤文=氏のす「れた品研究がある。間氏、生命保
除と資本蓄積(紋済皐雑誌、第一巻第三部)。
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蛸
グ
議
甥
線
描
可
愛
号
、
q
u
z

。ト
h
v

パ生
命
保
険
契
約
が
長
期
に
亙
る
が
た
め
に
、
責
任
準
備
金
は
、
そ
れ
が
保
険
金
と
し
て
支
排
は
れ
る
ま
で
の
間
市
営
に
寅
現
し
得

べ
し
と
抽
出
想
せ
ら
れ
る
利
潤
を
考
慮
に
入
れ
て
構
成
せ
ら
れ
る
。

こ
の
場
合
に
計
算
せ
ら
れ
る
利
率
は
即
ち
抽
出
定
利
率

(
阿
国
凶
日
ロ
&

『

但

戸

市

。

『

目

=HOH3嵐
山
田

F

H
N
O

円
『
ロ
ロ
長
田
富
田
「
ロ
沼
)
と
柄
せ
ら
れ
る
も
の
で
る
る
。
晴
朗
定
利
率
は
、
元
よ
り
、

営
業
政
策
十
、

一
般
金
融
事
情

に
よ
り
て
定
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
一
旦
定
め
ら
れ
る
た
ら
ば
、
投
資
は
と
れ
が
た
め
に
一
居
安
全
確
寅
友
る
を
必
要

と
す
る
。
荒
し
、
預
想
し
た
る
利
潤
だ
け
は
必
中
乙
れ
を
貫
現
し
な
け
れ
ば
、
保
険
金
の
支
排
が
阻
害
せ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
然

し
乍
ら
、

こ
の
こ
と
は
、
投
資
の
安
全
確
貨
の
必
要
を
単
純
に
増
大
す
る
の
意
味
で
は
な
い
。
そ
の
必
廷
は
既
に
保
陥
料
が
責
任
準

備
金
と
し
て
集
筒
せ
ら
れ
‘

と
れ
が
結
局
保
険
料
と
し
で
加
入
者
に
支
捌
は
る
L

の
闘
係
そ
の
も
の
よ
り
生
や
る
の
で
あ
ワ
て
、

乙

の
渦
程
の
は
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
漁
定
利
率
は
、
乙
の
必
裂
や
一
共
情
的
に
制
約
し
者
現
す
刊
の
に
泊
V
ふ
じ
る
も
の
で
あ
る
。

-
J
r
、
、

一
て
つ

d
t

J
j
1
I
 

こ
れ
を
概
端
に
押
し
進
め
て
論
や
る
-
な
ら
ば
、
仮
令
改
定
利
率
が
設
け
ら
れ
と
い
揚
合
あ
り
と
す
る
も
、

そ
れ
に
よ
り
て
本
来
の
安

全
確
賓
の
必
要
の
性
質
が
的
械
し
又
は
減
少
す
る
と
と
L
は
な
ら
友
い
。

更
に
叉
所
割
問
利
得
配
常
附
保
険
(
宮
ユ
一
円
一
宮
Z
口
開

E
S
E
-
d
n
p
C
2
2
2虫
色
一

5
四

己

2
3
z
r
r
2
2
)
が
行
は
れ
る
場
合
に
も
，
投

資
は
と
れ
が
た
め
に
安
全
確
貨
の
必
裂
を
増
す
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
査
し
そ
の
配
世
知
だ
け
は
、
枇
命
的
卒
均
利
潤
に
北
し

後
分
に
利
径
と
し
て
賀
現
せ
ら
れ
注
け
れ
ば
な
ら
左
い
か
ら
で
あ
る
。

乙
れ
が
た
め
責
任
準
備
金
と
別
個
に
又
は
こ
れ
と
共
に
、
利

益
配
常
準
備
金
が
積
立
て
ら
れ
る
。
期
る
制
度
の
中
に
は
、
本
来
の
責
任
準
備
金
の
運
別
に
よ
り
て
生
宇
る
良
貨
の
利
袋
を
配
営
す

る
と
云
ふ
よ
り
は
、
む
し
ろ
最
初
か
ら
そ
の
受
入
れ
る
保
険
料
の
中
に
一
定
利
率
の
配
営
を
加
算
じ
置
く
所
謂
高
率
保
険
料
主
義
が

る
る
。

と
の
場
合
に
は
右
の
性
質
は
問
題
と
な
ら
-
泣
い
。
利
年
.
配
蛍
附
保
険
の
行
は
れ
る
揚
ム
口
に
は
、
投
資
の
安
全
確
賓
の
必
要
は

生
命
保
険
事
業
に
於
け
る
投
資
の
特
性

第
四
十
六
寄

Ju 

第

量産

Ju 



生
命
保
険
事
業
に
於
け
る
投
資
白
特
性

第
四
十
六
巻

九
四

告存

続

;h， 

四

一
唐
強
め
ら
れ
る
と
と
L
左
る
の
で
る
っ
て
、
強
定
利
率
が
具
胆
閥
的
に
制
約
し
表
現
す
る
と
相
具
る
。

私
は
さ
き
に
生
命
保
険
事
業
に
於
け
る
投
資
が
安
全
確
貨
危
る
を
得
る
と
と
に
就
て
考
控
訴
し
、

い
ま
張
に
は
そ
れ
を
必
要
ー
と
す
る

の
性
質
に
就
て
述
べ
た
。

と
の
二
つ
は
相
混
同
す
べ
か
ら
ざ
る
関
係
に
あ
る
。
生
命
保
険
事
業
に
於
け
る
責
任
準
備
金
が
特
に
蓄
積

保
険
料
と
し
て
長
期
に
瓦
り
て
積
立
て
ら
れ
、
然
る
後
漸
弐
に
減
少
し
つ
L
保
険
金
と
し
て
支
跡
ひ
ワ
〈
さ
れ
る
の
黙
に
於
て
投
資

が
安
全
礎
資
在
る
と
と
を
得
る
の
で
る
っ
て
、
加
入
者
の
増
加
傾
向
は
こ
の
性
貨
を
強
大
な
ら
し
め
る
。
こ
れ
に
謝
し
て
、

こ
〉
K
苛

E
O
-
-
Z
 

住
準
備
金
が
結
局
加
入
者
の
多
く
に
針
し
て
支
抑
は
れ
る
の
貼
に
於
て
は
、
投
資
は
安
全
保
賀
去
る
を
必
要
と
す
る
と
と
‘
在
り
、

設
定
利
率
の
大
い
さ
又
は
利
谷
配
首
附
保
険
の
制
度
は
こ
れ
を
制
約
し
若
し
く
は
と
れ
を
強
め
る
の
作
用
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
唯

だ
投
資
が
長
期
に
疋
る
こ
と
に
就
て
は
、
そ
れ
は
可
能
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
必
や
し
も
そ
れ
を
必
要
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
査
し
・

短
期
の
投
資
と
雌
も
、
そ
れ
が
滞
り
左
〈
継
績
す
る
と
と
を
以
て
足
り
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
綴
結
の
た
め
に
は
投
資
そ
の
こ
と
が

安
全
確
賓
左
る
を
必
要
と
す
る
は
云
ふ
ま
で
も
た
い
つ

回

私
は
金
融
機
関
と
し
て
の
生
命
保
険
舎
枇
の
投
資
の
性
質
を
そ
の
も
の
と
し
て
概
祭
し
た
。
と
k

で
こ
れ
を
銀
行
事
業
に
於
け
る

そ
れ
と
比
較
し
て
明
か
友
ら
し
め
た
い
。

銀
行
事
業
に
於
て
選
別
せ
ら
れ
る
資
金
は
、
外
来
資
金
た
る
預
金
で
る
る
。
と
の
離
に
於
て
は
保
険
事
業
と
類
似
ナ
る
。
然
し
乍

ら
そ
の
資
金
が
預
金
と
し
て
成
立
す
る
の
関
係
は
、
保
険
事
業
に
於
て
責
任
準
備
金
と
し
て
成
立
す
る
の
関
係
と
相
異
る
。
生
命
保

険
契
約
に
あ
り
で
は
、
保
険
料
の
第
一
同
排
込
の
直
前
に
保
険
舎
枇
が
保
険
料
を
受
取
る
の
樺
利
と
保
険
金
を
支
排
ふ
の
義
務
と
が



封
立
す
る
の
で
る
る
が
、
預
金
聞
係
に
あ
り
で
は
斯
る
こ
と
は
な
い
。
預
金
者
は
引
出
の
可
能
を
漆
期
し
て
預
入
れ
、
銀
行
は
又
己

れ
に
際
ゃ
る
の
で
る
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
晴
朗
め
預
金
者
に
一
定
金
額
を
捌
庚
ナ
ペ
き
契
約
に
基
き
て
然
る
の
で
は
な
い
。
生
命
保

険
事
業
に

b
り
で
は
斯
く
の
如
き
檎
利
と
義
務
と
の
針
立
が
あ
る
が
故
に
、
と
の
義
務
を
完
全
に
遂
行
す
る
が
た
め
に
投
資
が
行
は

れ
る
こ
と
ミ
左
る
の
で
あ
る
が
、
銀
行
事
業
に
あ
り
で
は
預
金
の
預
入
れ
と
引
出
と
の
こ
商
あ
る
が
放
に
投
資
が
行
は
れ
る
の
で
は

た
く
、
む
し
ろ
逆
に
、
投
資
が
行
は
れ
る
が
た
め
に
、
斯
る
二
面
を
持
つ
資
金
が
集
散
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
斯
く
の
如
く
に
し
℃

資
金
の
集
放
と
云
ふ
結
上
り
見
れ
ば
、
役
'
資
は
保
険
事
業
に
あ
り
で
は
第
二
究
的
受
働
的
で
あ
る
に
針
し
、
銀
行
事
業
に
あ
り
で
は

第
一
抗
的
能
動
的
で
-
あ
る
と
云
ふ
こ
と
が
出
来
る
。
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書
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潤
を
後
想
し
て
定
め
ら
れ
る
結
で
は
相
等
し
い
性
質
を
持
つ
け
れ
ど
も
、

そ
れ
が
資
令
を
事
業
に
集
め
る
に
作
用
す
る
の
事
情
に
於

て
は
全
〈
相
異
る
。
生
命
保
険
事
業
に
あ
り
で
は
、
設
定
利
率
は
、
加
入
者
よ
り
保
陰
料
を
集
め
る
が
た
め
に
碁
礎
と
友
り
不
可
紋

の
手
段
と
な
る
も
の
で
は
友
く
、
保
険
金
が
加
入
者
に
針
し
完
金
に
支
沸
ひ
素
さ
れ
る
が
た
め
に
、
金
値
と
し
て
の
保
険
料
の
受
入

れ
と
保
険
金
の
支
梯
の
過
程
の
中
に
一
K
蛍
に
行
は
る
べ
き
投
資
利
潤
の
賓
現
が
、
市
胤
め
保
険
料
そ
の
も
の
L
中
に
織
込
ま
れ
て
定
め

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
て
預
金
利
率
は
、
銀
行
が
行
ふ
べ
き
投
資
陀
必
要
な
る
資
金
を
集
め
る
が
た
め
に
基
礎
と
な
り
又

不
可
快
の
手
段
と
な
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
資
金
が
運
用
せ
ら
れ
て
結
局
預
金
者
に
よ
り
て
引
出
さ
札
る
過
程
の
中
に
抽
出
め
定
め

ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
銀
行
は
そ
の
本
来
の
業
務
た
る
投
資
の
目
的
を
達
成
す
る
が
た
め
に
は
、
利
息
を
背
負
へ
る
預
金
た
忍
資

金
を
集
め
な
け
れ
ば
た
ら
た
い
の
で
あ
る
が
、
生
命
保
険
事
業
に
あ
り
で
は
、
本
来
の
業
務
と
し
て
行
ふ
資
金
の
集
散
過
程
の
中
に

生
命
保
険
事
業
に
於
け
る
投
資
の
特
性
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責
任
準
備
金
た
る
資
金
の
投
資
が
行
は
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
事
情
全
く
相
異
る
も
の
で
あ
る
。

生
命
保
険
契
約
の
多
〈
の
も
の
が
結
局
保
険
金
を
加
入
者
に
支
排
ふ
も
の
と
せ
ら
れ
る
の
新
に
於
て
は
、
銀
行
預
金
が
結
局
預
金

者
に
よ
り
て
引
出
さ
れ
る
と
類
似
す
る
。
然
し
乍
ら
生
命
保
険
事
業
に
於
て
は
保
険
料
の
梯
込
は
年
々
継
続
的
に
行
は
れ
、
保
険
金

の
支
掛
り
保
険
事
件
の
殺
生
に
よ
り
て
多
く
日
時
だ
一
同
行
は
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
保
険
料
州
込
の
献
に
保
険
金
の
す
〈
排
た
く
、

保
険
金
の
支
榔
の
後
に
保
険
料
の
悌
込
ほ
た
い
。
保
険
金
の
支
悌
は
保
険
契
約
の
終
結
そ
意
味
す
る
。
と
れ
に
反
し
て
銀
行
頂
金

は
、
預
入
れ
が
級
紙
し
た
る
伐
に
始
め
て
最
終
的
に
引
出
さ
れ
る
も
の
で
は
た
/
¥
又
そ
の
会
初
日
い
及
ぶ
も
の
で

t
k
ぃ
。
即
ち
飢

行
ム
」
預
A
R
者
と
の
闘
係
に
就
て
見
る
た
ら
ば
、

一
方
に
於
て
預
入
れ
が
あ
る
と
同
時
に
他
方
に
於
て
引
出
が
あ
り
、
結
え
十
残
額
が

保
持
せ
ら
れ
つ
L
交
互
に
連
績
す
る
の
で
る
る
。
銀
行
事
業
に
於
て
は
斯
る
関
係
に
あ
る
資
金
が
投
資
せ
ら
れ
る
こ
と
L
な
る
の
で

あ
る
か
ら
、
そ
れ
の
投
資
の
性
質
は
、
保
険
事
業
に
於
け
る
責
任
準
備
金
の
そ
れ
に
比
し
て
制
限
を
受
け
る
謬
で
る
る

J

銀
行
事
業
に
於
て
預
金
の
引
出
さ
れ
る
割
合
は
粧
胎
的
に
こ
れ
を
見
定
む
る
こ
と
が
出
来
.

と
れ
が
準
備
が
現
金
、
日
本
銀
行
預

ケ
金
そ
の
他
の
形
で
友
さ
れ
る
。
然
し
乍
ら
、
と
れ
ら
は
斯
る
形
に
於
て
あ
る
限
り
投
資
と
司
る
こ
と
は
出
来
友
い
。
悲
し
利
潤
を

血
苧
ぐ
べ
き
道
筋
に
置
か
れ
て
ゐ
友
い
か
ら
で
あ
る
。
ぞ
れ
放
に
銀
行
に
於
け
る
投
資
は
、
預
金
に
就
て
見
る
限
り
、
首
座
に
引
出
さ

れ
る
も
の
を
除
き
た
る
資
金
に
就
て
行
は
れ
る
こ
と
L
友
る
。
生
命
保
隙
事
業
に
於
て
保
険
金
と
し
て
首
座
に
支
蹴
は
る
べ
き
危
険

保
険
料
に
就
て
見
れ
ば
、
そ
れ
は
利
潤
を
皐
ぐ
ぺ
き
道
筋
に
於
て
存
在
し
得
る
も
の
で
あ
っ
て
、
例
へ
ば
銀
行
預
金
と
な
る
。
長
期

に
亙
り
て
残
留
す
る
蓄
積
保
険
料
に
就
て
は
と
の
こ
ム
」
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
。
そ
れ
故
に
生
命
保
除
事
業
に
於
て
は
、
責
任
準
備
金

ば
常
に
そ
の
ま
与
す
べ
て
投
資
せ
ら
れ
る
詩
で
あ
る
。
と
の
と
と
は
、
保
険
命
日
祉
に
集
散
す
る
資
金
は
結
局
銀
行
を
経
由
す
る
の
怯

保険料一時梯保険、年金な Eの特殊由形態もとれ""漏れzものではない。7) 
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質
に
基
〈
も
の
で
あ
る
。

出
刑
〈
の
畑
く
に
し
て
銀
行
の
有
す
る
資
金
を
別
金
者
と
銀
行
と
の
預
金
閥
係
よ
り
考
祭
し
、

こ
れ
を
加
入
者
左
保
険
舎
祉
と
の
保

険
関
係
よ
り
考
察
し
た
る
責
任
準
備
金
と
比
較
す
る
友
ら
ば
、
そ
の
還
問
は
著
し
く
制
限
せ
ら
れ
、
安
全
確
寅
の
可
能
も
亦
そ
の
必

要
も
生
命
保
険
事
業
と
相
異
る
意
味
を
有
し
、
又
そ
れ
を
長
期
に
亙
り
て
期
ナ
る
こ
と
を
得
友
い
。
長
期
の
投
資
を
行
ふ
特
殊
銀
行

に
就
て
見
る
な
ら
ば
、

そ
の
資
金
は
債
山
部
の
袋
行
に
よ
り
て
一
時
に
調
達
構
成
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、

こ
れ
亦
生
命
保
険
事
業

と
相
異
る
意
味
を
持
つ
。
斯
く
し
て
生
命
保
険
事
業
は
そ
の
本
来
の
業
務
を
行
ふ
遁
程
の
う
ち
に
、
抗
告
口
保
険
事
業
と
桐
回
士
一
り
、
銀

行
事
業
の
聞
に
伍
し
て
特
殊
内
地
位
と
努
力
を
占
め
る
こ
と
も
え
怠
る
の
刀
あ
る
。

~Ei 

上
泌
の
如
き
生
命
保
険
事
業
に
於
け
る
投
資
の
性
質
は
、
経
管
の
賞
際
に
あ
り
て
は
、
如
何
友
る
原
則
と
し
て
現
は
れ
る
か
、
こ

れ
が
次
に
問
題
と
せ
ら
れ
る
所
で
あ
る
。
そ
の
詳
細
に
渉
る
左
ら
ぽ
多
く
の
論
十
ぺ
き
事
柄
が
る
る
し
、
メ
そ
れ
ら
に
就
て
は
他
日

稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
。
十
訟
に
私
は
、
適
疋
友
る
利
潤
の
費
現
及
び
投
資
方
向
の
分
散
の
二
原
則
を
皐
げ
る
に
止
め
る
。

抑
も
投
資
の
安
全
確
賓
と
云
ふ
こ
と
に
就
て
は
、
何
々
の
投
資
に
闘
し
で
も
亦
そ
れ
ら
全
勝
と
し
亡
弘
、
考
慮
せ
ら
る
べ
き
で
あ

る
。
遁
正
な
る
利
潤
の
賓
現
の
原
則
は
前
の
場
合
に
成
立
し
、
投
資
方
向
の
分
散
の
原
則
は
後
の
場
合
に
成
立
す
る
。
一
正
よ
り
、
全

閣
と
し
て
の
投
資
の
安
全
確
買
は
個
々
の
役
資
の
そ
れ
に
よ
り
て
望
み
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
.

と
と
云
ふ
ま
で
も
な
い
。

個
々
の
投
資
陀
於
け
る
安
全
確
賓
は
、

こ
れ
を
他
面
よ
り
見
れ
ば
、
投
機
的
要
素
の
排
除
を
意
味
す
る
。
何
を
以
て
投
機
的
要
素

生
命
保
険
事
業
に
於
け
る
投
資
の
特
性
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と
す
る
か
は
問
題
で
あ
る
が
、

い
ま
私
は
、
徒
ら
に
高
き
利
潤
を
追
求
す
る
の
態
度
と
削
附
す
る
に
止
め
る
。
向
き
利
潤
の
追
求
は
、

一
冗
よ
り
事
業
の
経
営
と
し
て
描
く
べ
舎
で
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
経
団
百
者
の
異
常
な
る
努
力
と
危
険
の
負
捨
と
に
於
て
、
組
め
て

短
期
間
に
就
て
望
み
得
ら
れ
る
に
過

F
左
い
。
投
資
が
長
期
に
亙
る
こ
と
を
仰
る
生
命
保
険
事
業
に
於
て
は
、
斯
る
こ
と
を
敢
て
す

る
よ
り
も
、
む
し
ん
、
池
正
仕
る
利
潤
の
寅
現
が
望
ま
し
い
。

こ
の
揚
ム
口
何
を
以
て
超
正
と
す
る
か
は
と
れ
を
一
般
経
消
欣
勢
よ
り

判
断
す
る
の
外
は
な
い
。

収
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投
裂
の
別
象
に
川
執
し
て
併
す
ぺ

:

:

l

:ト

V

お
に
一
九

4
は
技
官
伺
耐
を
意
味
し

き
で
は
友
い
。
荒
し
投
資
の
針
象
に
着
目
す
る
な
ら
ば
.
諸
々
の
僚
件
の
相
具
れ
る
投
安
が
交
立
に
入
れ
代
り
つ

t
h

行
は
れ
、
同
牧

せ
ら
れ
再
び
投
賛
せ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
の
み
な
ら
十
、
投
資
の
劉
象
と
云
ふ
賦
よ
り
見
る
友
ら
は
、
今
日
む
し
ろ
と
れ
を

他
の
事
業
に
委
ね
て
、
そ
の
金
額
だ
け
を
他
の
方
向
に
振
向
け
る
こ
と
が
笠
ま
し
い
も
の
も
な
投
す
る
。

個
K

の
投
資
に
就
て
利
潤
の
貫
現
が
適
正
た
ら
ば
、
こ
れ
を
会
鰐
と
し
て
も
期
待
す
る
こ
と
が
問
来
る
。
然
し
乍
ら
金
棋
と
し
て

の
ま
揚
か
ら
は
叉
自
ら
別
個
の
事
項
が
必
要
企
た
る
υ

生
命
保
険
事
業
に
於
け
る
投
資
額
は
.

こ
れ
を
一
つ
の
曾
枇
よ
り
見
る
も
頗

る
耳
額
に
の
ぼ
る
か
ら
、
特
定
の
方
向
に
の
み
乙
れ
を
振
向
け
る
と
と
は
不
可
能
で
も
あ
り
、

又
ボ
伺
策
で
も
る
る
。
そ
れ
故
に
い

づ
れ
の
保
険
舎
枇
も
そ
の
投
資
を
相
首
に
成
汎
に
捗
ら
し
め
る
の
で
あ
る
が
、
斯
る
揚
合
に
於
て
は
全
面
に
亙
り
一
様
に
適
正
友
る

利
潤
の
寅
現
を
期
す
る
と
と
は
容
易
で
た
い
。

い
ま
保
険
舎
枇
と
し
て
は
、

一
部
の
投
資
に
就
て
は
、
安
全
確
貨
で
は
あ
る
け
れ
ど

も
低
率
な
る
利
潤
で
満
足
せ
ね
ば
な
ら
む
級
友
方
向
に
こ
れ
を
振
向
け
る
と
共
に
、
又
一
部
の
投
資
に
就
て
は
、
安
全
維
賓
に
幾
分

紋
く
る
所
あ
る
け
れ
ど
も
・
向
率
友
る
利
潤
を
挙
げ
如
何
る
方
向
に
振
向
け
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
郡
引
く
し
て
事
業
経
営
会
健
と
し
て

Macleanはこtしを secuntぅo[principal と云ってゐる。 il>ld.<;.) 



。
立
場
よ
り
見
れ
ば
、
平
均
的
に
適
正
在
る
利
潤
の
賞
現
が
原
則
と
せ
ら
れ
る
乙
と
、
な
る
。
斯
く
の
如
き
平
均
的
に
適
正
な
る
利

澗
を
出
事
ぐ
る
が
た
め
に
は
、
会
館
と
し
て
の
投
資
制
の
ど
れ
丈
け
が
如
何
な
る
方
向
に
振
向
け
ら
る
べ
き
か
ピ
粧
品
百
者
に
取
り
て
問

頑
と
せ
ら
れ
る

3

こ
L
h

に
於
て
投
資
方
向
分
散
の
原
則
が
生
や
る
こ
と
、
友
る
の
で
あ
る
。

分
散
の
原
則
は
一
子
山
ま
で
も
友
〈
投
資
危
険
を
減
少
す
る
の
目
的
に
山
内
づ
る
も
の
で
あ
る
。
投
資
危
険
は
印
ち
個
A

若
し
く
は
全

慌
と
し
亡
趨

E
た
る
利
潤
の
貫
現
せ
ら
れ
ざ
る
可
能
を
指
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、
と
れ
を
避
け
る
が
た
め
に
は
、
投
資
は
、
第
一
に

は
地
現
的

κ、
第
こ
に
は
投
資
の
封
拍
車
に
就
て
分
散
せ
ら
れ
左
け
れ
ば
な
ら
な
い
c

投
資
の
大
部
分
を
一
つ
の
劉
象
に
集
中
し
、
若
し

j
k
J

は
凶
京
の
特
殊
部
面
の
盛
衰
に
動
か
さ
れ
る
が
如
き
方
耐
に
拡
向
け
る
と
と
は
、
粧

品
百
と
し
て
は
川
閉
め
て
仙
寺
、
又
不
院
賞
た
る
方
策
止
云
は
た
行
れ
ば
な
ら
な
山
。

ゐ
る
の
も
斯
る
事
情
に
基
〈

Q

く
は
抑
圧
に
影
響
す
る
世
間
つ
か
の
方
耐
に
、

閣
支
が
法
律
を
以
て
投
資
の
分
野
に
制
限
を
加
(
て

投
資
方
向
が
分
散
せ
ら
れ
る
に
前
り
で
は
、
利
潤
の
賓
現
と
関
聯
し
て
、
資
金
の
岡
牧
ま
で
に
要
す
る
期
間
と
換
金
性
と
が
考
慮
せ

ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
'
四
φh1
資
金
の
或
る
部
分
は
比
較
的
に
長
期
に
同
定
せ
る
形
で
投
下
せ
ら
れ
る
と
共
に
、
又
或
る
部
分
は

比
般
的
に
短
期
に
し
て
容
易
に
換
金
せ
ら
れ
る
形
で
投
下
せ
ら
れ
る
こ
と
が
必
要
と
友
る
。
虹
叫
に
述
ペ
た
る
が
如
く
、
危
険
保
険
料

い
づ
れ
か
と
云
へ
ば

側
め
て
短
期
に
し
て
換
金
性
に
官
め
る
も
の
た
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
生
命
保
険
曾
枇
が
常
に
宜
額
の
銀
行
別
金
を
有
す
る
出
斯
る

に
常
る
部
分
は
、
近
き
附
附
来
一
リ
人
は
蛍
成
に
保
険
金
と
し
て
支
排
は
る
べ
き
資
金
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
投
資
は
、

事
情
に
基
く
も
の
で
あ
っ
て
、
解
約
が
行
は
れ
恭
し
く
は
設
脊
搭
保
貸
付
が
行
は
れ
る
執
を
考
慮
に
入
れ
る
な
ら
ば
、

こ
の
と
と
は

一
唐
明
瞭
と
・
な
る

q

生
命
保
険
事
業
に
於
げ
る
投
資
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特
性
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Principle of averages と名付けられる 1) .ibid. 
ibid. Macleanはこれを表はすに diffe.rent dass of securiti出なる語を用ひ
てゐるが、必ずしもこれのみに限られる謬ーではない。尤も彼はこれに繍いて
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生
命
保
険
事
業
に
於
け
る
投
賓
の
特
性

第
四
十
六
巻

O 
O 

O 
O 

第

量定

危
険
保
険
料
は
、
保
険
事
件
の
愛
生
が
そ
の
蓋
然
後
生
率
に
一
致
す
る
こ
と
そ
前
提
と
す
る
も
の
で
る
る
が
、
戦
争
、
一
大
災
、
疫

病
そ
の
他
の
枇
命
日
的
究
政
事
件
が
こ
の
蓋
然
凌
生
率
を
超
え
て
現
は
れ
る
こ
と
注
し
と
し
な
い
。

と
れ
が
た
め
に
生
命
保
険
舎
枇
は

特
別
危
険
準
備
金
と
名
付
け
ら
れ
る
準
備
金
を
積
立
て
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
云
ふ
ま
で
も
な
〈
、
首
座
に
保
険
金
と
し
て
支
梯

は
れ
る
も
の
で
は
友
い
げ
れ
ど
も
、
泣
き
附
刑
米
に
於
て
そ
の
可
能
性
あ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
投
資
に
枕
て
も
亦
換
金
性
が
考

山
地
せ
ら
れ
る
と
と
L

な
る
。国自凶・

~、

以
上
私
は
生
命
保
険
事
業
に
於
け
る
投
資
の
特
性
を
論
じ
、
そ
れ
が
経
鵬
首
の
賓
際
に
於
て
現
は
る
べ
き
二
大
原
則
に
及
ん
だ
。
斯

る
事
情
あ
る
に
よ
り
て
、
生
命
保
険
事
業
に
取
り
て
、
有
償
詩
集
投
資
が
支
配
的
た
る
地
位
を
占
む
る
こ
と
L

在
る
つ
と
れ
が
た
め

に
は
、
組
織
あ
る
有
償
設
器
市
揚
の
存
在
が
必
要
で
あ
り
、
生
命
保
険
事
業
と
諸
島
骨
市
場
と
は
相
関
聯
し
て
設
反
す
る
も
の
と
云
ふ

と
と
が
出
来
る
。

然
し
乍
ら
、
私
は
誌
に
、
生
命
保
険
事
業
に
於
け
る
責
任
準
備
金
の
性
質
に
着
目
し
て
、
例
へ
ば
不
動
磨
の
所
有
及
び
こ
れ
を
抵

営
と
す
る
貸
付
又
は
公
共
圏
飽
そ
の
他
に
封
ず
る
枇
曾
政
策
的
色
彩
あ
る
貸
付
が
一
居
盛
ん
に
行
は
る
ベ
守
こ
と
、
更
に
、
右
債
設

法
に
就
て
は
特
に
硲
寅
布
力
在
る
株
朱
な
ら
び
に
公
債
へ
の
投
資
が
重
要
と
な
る
べ
き
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。
そ
れ
が
事
業
の
経
替

そ
の
こ
と
よ
り
見
る
も
然
る
の
で
あ
る
が
ま
た
、
国
策
に
順
隠
す
る
の
賠
よ
り
も
亦
然
る
も
の
で
あ
る
。
金
利
の
一
般
的
低
下
が
認

め
ら
れ
る
時
に
あ
り
で
、
生
命
保
険
事
業
の
経
替
に
見
ら
れ
る
資
金
の
集
散
過
税
の
中
よ
り
生
や
る
議
定
利
傘
を
、
同
定
不
動
の
も
の

と
し
て
、

と
れ
に
煩
は
さ
れ
て
徒
ら
に
高
率
の
利
潤
を
迫
求
ぜ
ん
と
し
‘
叉
斯
る
方
向
に
投
資
を
振
向
け
る
こ
と
は
最
も
逝
く
べ
き

保険業法施行規則第十六線第一項に於で、生命保険1制上白行」、投資の方向を
列馨し、それらがそれぞれ、園債謹券の所有及びこれを按保とする貸付を蹄
〈の外、曾枇財産の五分のーを超ゆることを得ざる旨を士昆定し、更に第十九僚
乃至第二十二僚に於てそれらの詳細に写る報告白義務配課してゐる。
Ackermanは己れを principleof matl1rityと云ってゐ品が、その意味は明蹄
ではない ibid.p・517.
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方
策
で
あ
る
。
利
佳
配
常
附
保
険
に
於
け
る
配
首
卒
に
就
て
も
亦
同
様
で
あ
る

3

こ
れ
ら
の
事
柄
左
ら
び
に
、
今
後
公
債
消
化
の
問

題
と
関
聯
し
て
生
命
保
険
舎
枇
の
関
阻
(
の
必
然
的
に
重
要
と
左
る
こ
と
に
就
て
は
亦
改
め
て
論
ヂ
る
こ
と
L
す
る
。

保
険
事
業
の
主
要
投
資
内
容
を
見
れ
ば
突
の
如
〈
で
る
る
。
(
明
早
牧
子
園
)
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